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慎重に作業が進む和名ヶ谷溜台遺跡。円内は出土した縄文土器

水緑文化 先人たちの夢の跡

遺跡発掘調査

皆
さ
ん
は
、
松
戸
に
人
が
住
み
始
め

た
の
は
、い
つ
ご
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

現
在
ま
で
の
発
掘
調
査
で
は
、
縄
文
時

代
(
一
万
三
千
年
上

二
千
年
前
)
以
前
の

地
層
か
ら
も
、
古
代
人
の
生
活
の
跡
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
中
の
こ
こ
和
名
ヶ
谷
の
溜

(
た
め
)
台
遺
跡
は
、
縄
文
後
期
(
四
干

年
上

二
千
年
前
)
の
も
の
で
、
当
時
の

竪
穴
式
住
居
跡
や
土
器
、
貝
塚
な
ど
が

見
つ
が
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
は
気
温
が
高
く
、
松
戸
の

市
街
地
な
ど
低
地
部
は
海
で
し
た
。
海

の
そ
ば
で
地
形
の
良
い
、
松
戸
か
ら
市

川
に
か
け
て
の
高
台
は
集
落
が
多
く
、

縄
文
銀
座
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
遺
跡
が
多

い
所
で
す
。

今
ま
で
市
内
で
は
、
百
七
十
ヵ
所
の

遺
跡
が
確
認
さ
れ
、
う
ち
百
十
六
ヵ
所

が
縄
文
時
代
の
も
の
と
い
う
の
も
、
う

な
ず
け
ま
す
ね
。

遺
跡
か
ら
は
、
当
時
の
生
活
ぶ
り
や

食
べ
物
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

遠
い
先
人
た
ち
を
知
り
、
未
来
に
思

い
を
は
せ
る
。
そ
ん
な
夢
の
あ
る
地
道

な
作
業
が
、
今
日
も
続
い
て
い
ま
す
。

自
分
で
遺
物
を
掘
り
出
す
楽
し
さ
に

ひ
か
れ
、
十
年
以
上
も
発
掘
調
査
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
で
一
番
の
思
い
出
は
、
胡
録

台
の
縄
文
遺
跡
で
、
ク
ジ
ラ
の
骨
と
貝

で
作
っ
た
刃
物
が
出
て
き
た
時
で
す

ね
。
そ
の
時
代
に
、
一
瞬
戻
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
で
し
た
。

金ヶ作

村上 蘭子さん



第

4 4

回

松

戸

市

文

化

祭

楽
し
い
催
し
や
力
作
が
盛
り
だ
く
さ
ん

1
1月
3
日
の
文
化
の
日

を
中
心
に
、
市
内

各
所
で
、

「
松
戸
市
文
化
祭
L
が
行
わ
れ
ま
す
。

秋
の
一
日
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
文
化
や
芸
術

に
親
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

固
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
生
涯
学
習
と
い
う
こ
と

で
、
ま
す
ま
す
市
民
の
文
化
サ

ー
ク
ル
活
動
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

指
導
者
や
後
継
者
の
育
成
な

ど
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
各
団

体
と
も
素
晴
ら
し
い
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松戸市文化団体

連盟 会長

八嶋 誠さん

お手前はいかが

催 し の 部

日 時 行 事 名 会 場 問い合わせ

爿/ 似日)

午前9時30分~午後
7時

民謡民舞大会

市民会館

松戸市民謡連盟・正田387-4141番

午前9時30分 謡曲と仕舞の会 松戸謡曲連盟・溝部Q87-3462番

正午~午後5時 短歌大会 松戸短歌会・冨田豐41-0207番

午前10時30

分午後5時

三曲演奏会 市民劇場 松戸市三曲協会・篠塚088-7389番

3吩

午前9時30分~

午後5時30分

民踊愛好会

民踊大会
市民会館

旭水会・旭水音44-6849番

松戸民踊連合会・田中昔41-7283番

馬橋民踊連合会・恩田041-3006番

松戸市民踊教室・茅場昔87-3261荅

松戸市婦人団体連絡会・渡辺091-7071番

午前11時~午後5時
俳句大会 松戸俳句会・上田f162-3822番

邦楽会 松戸邦楽会・鈴木867-1654番

午前10時~午後3時茶会 松雲亭 松戸茶道会・富樫B62-8483番

午後1時~4時 奇術発表会 市民劇場 松戸奇術会・岩田昔62-2715番

午前9時30分

～午後7時

囲碁大会 勤労会館 日本棋院松戸支部仲 村昔62-220謾

7圉
午前10時30分~午後5時 日本古典舞踊大会 市民会館 松戸日本古典舞踊連盟・小沼衂卜9583番

午後4時~8時30分 社交ダンスのタペ 常盤平市民センター 常盤平文化連合会・鶴丸f187-1569 番

8(日)

午前10時~午後5時松戸市合唱祭
市民会館

松戸市合唱連盟・福井昔41-7671番

午前1O時~午後6時話し方フェスティバル 松戸話し方友の会・小林昔86-3710番

午後1時~4時 郷土史研究会 ※1 市民劇場 松戸史談会・秋本S61-2411番

15(日)

午前9時10分~午後8時 吟詠の集い
市民会館

松戸市吟詠連盟・岩渕昔88-0693番

正午~午後4時30分 小唄会 松戸小唄会・島村き62-5286番

午後5時30分~9時 市民社交ダンスパーティ→2常盤平市民センター 松戸市社交ダンス協会・清水.064-6362番

20廊 午後1時30分~3時文化講演会※3 婦人会館 松戸ともしぴ読書会・金氏S62-5943 番

22(日) 午前10時~午後6時日本舞踊大会 市民会館
日本舞踊同好会・荒井昔62-3581番

松戸市芸能連合会・斉藤C87-1572番

1 郷土史研究会…「琵琶演奏と文化財講演会」 琵琶演奏・中川鶴女「本能寺」 講演「東大寺と

万満寺の仁王像について」東大寺仁王像修理委員会委員長・西川新次氏

2 市民社交ダンスパーティーは整理券が必要です。希望する人は、10月22日以降に社会教育課へ

3 文化講演会…講演「図書館のある暮らし」千葉経済短期大学助教授・竹内紀吉氏

各地域の文化祭へもどうぞ

稔台文化祭 会場: 稔台市民センター

展示の部

日 時 会 場 内 容

10/24汾25( 日)

午前9 時

S

午後5 時

本館2 階
ホール 書道・盆栽

10/31圉
S
11/3W

本館2階
ホール

油絵・水彩画・ペン習字

別館3階ホ
ール 版画・水墨画・かな書道

11/1c日)

S
3例

別館4階会議室 生け花

本館1 階
会議室

児童画

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
出
ま
す

小金文化祭 会場: 小金市民センター

日 時 会場 内 容

10/31C土)

11/1(日)

午前10時

S

午後4 時

茶室 茶道

会議室 華道

ロビー 絵画 一陶芸

10/31山 午後1時~4眄
ホール

日本舞踊・長唄

11/1(日)

午前10時

S

午後4 時

新舞踊・詩吟・詞踊

11/70)

S

8(日)

会議室 稼動・押し絵・押し花

和室
編物・アートフラ

ワー・千代紙人形

廊下 写真

踊り場 俳画・墨絵

11/7C土)
午前1(渤~午後3 時 茶室 茶会

午前10時~午後4 時

ホール

日本舞踊

11/8(1日)
午刪0時~午後頂 茶会

午後4時~8時30分 社交ダンス

催し物の 部

日 時 会 場 内 容

11/300

午前10時

~午後5時
(午前]9時
30分受付)

本館4階和
室

囲碁大会

会費1,000 円

(昼食付き)

午前10時
~午後3 時

本館4 階
茶室

茶道・お点前

午後6 時
~9 時

別館3階ホ
ール 社交 ダ

ンスのタべ

松戸の原始古代通史展

日時11/39R

午前9 時~午後4 時

会場 下総史料館

(紙敷911番地)

蠢下総史料館・湯浅

092-2466 番

盆 栽 ・ さ つ き 展 示 会

日時11/21C 二t:)~23吩

午前9 時30分~午後5 時

会揚 常 盤平市民センター

醢日本盆 栽協会松戸支部

松戸さ つき 会

秦野S87-4582S

展 覧 会 の 部

日 時 会 場 行 事 名 問い合 わせ

11/1(日卜3 吩 午前9時~午後5時 市民会館 盆 栽 展 松戸盆栽愛好会・染谷昔61-0401番

10/28團

~11/3 吩 午前10時~午後6時文化ホー ル

写 真 展
松戸文化写真会・八Hfi62-3793番

松戸市写真協会・斉藤862-1633番

手芸作品展
松戸市田子寡婦福祉会・吉田呎7-5441 番

松戸市婦人団体連絡会・渡辺き91-70Z1番

陶芸作品展 日本陶芸普及会・遠藤昔62-3676番

10/30R~11/380 華 道 展 松戸華道協会・水野魯63-0545番

11/1(日卜3 睨
午前9畤~午後5時 市民会館 洋 闌 展 松戸闌友会・矢口062-8871番

午前10時~午後5時常盤市民センター常盤平総合文化展 常盤平文化連合会・西川昔86-庭 幡

10/28伽~11/300 午前9時~午後5時 市民会館 菊 花 展 平松菊花会・君島昔87-1450番

小金 原文化祭 会場: 小金原市民センター

日 時 内 容

11/1(日)

・~3 睨

午前9 時

~午後7時

手芸・書と花の

展覧会

新松戸 文化祭 会場: 新松戸市民センター

日 時 会場 内 容

10/30R

S

11/1( 日)

午前9時

~午後5 時

(11/1は

午後4時)

ホール

パッチワーク

・短歌・木彫り

ほか手工芸品

の展示

会議室 生け花

茶室 茶会
ときわ南文化祭 会場: 常盤平体育釦

日 時 内 容

10/25(1日)
午前10時

~午後4 時

日本舞踊・洋舞

・民謡・ダンス

ほか発表会

絵画・書道

生け花・茶道

矢切公民 館合同作品展

日 時 会場 内 容

10/31(±)

S

11/6c

午前9 時

S

午後4 時

総合福

祉会館

1・3・4

階

書道・七宝焼・

陶芸・鎌倉彫

り・桜彫り・川

柳・華道・絵画

・木目込み人

形ほか

相談のご案内 11・12 月
相談はすべて無料です。お気軽にご利用を

相 談 名 日 時 会 場

商人よろず相談

(経営融資相談改め)

鬩 商工課振興係

12/2( 水)

午前10時30分~午後3時3O分

常盤平市民

センター

11/400・18冰)、12/1600

午前10時~午後4 時 市役所

相談

コーナー労働相談 ※

鬩商工課労政係

11/2回・1氈 、12/7(0-21(1月)

午 後1 時~5 時

消費生活苦情相談

醴消費生活センター峭5-痂5番

月~金曜日

午前9 時~午後4 時

消費生活

センター

女性就業相談

醴商工課労政係

毎週水・金曜日

午前10時~午後4 時

内職

相談室

※労働相談は柏労働基準監督署( 昔04ZI-63-0245 番) でも行つ
ています。

相談名 日 時 会場

法律相談

毎週火・木曜日と毎月第2・第4月曜

日午後1時~5時、毎月第1月曜日午

前9時~正午(いずれも予約制)

税務相談 11/13^-12/11午後1時~5時

登記相談 11/20刪2/1諭午後1時~4時30分

行政相談
11/90月)・12/141月)

午後1 時~3 時

住宅相談 毎週水曜日午前10時~午後4時

発明相談 11/1100-12/9610午後1時~3時

交通事故・市

政・一般相談
毎日午前8 時30分~午後5 時
(土曜日は午後O 時30分まで)

醴市民相談室(金銭問題の相談も行います)

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

市
民
相
談
室

心配ごと相談・人権相談

会 場 日 時

市役所

相談コーナー

第1~ 第4 金 曜 日

(11/6は心配ごと相談のみ)

常盤平支所 11/41 水)・12/2(4く)

馬橋支所 011/2(月)・c12/7(月)

六実支所 011/1飮・012/1吠)

小金原

市民センター 11/5附・12/3困

小金
市民センター

11/10M ・12/1(火)

新松戸

市民センター
c11/400・012/2團

午
前
1
0時
~
午
後
3
時

※○印は心 配ご と相談の み

※人 権相 談は干 葉地方 法務局 松戸 支局

063-6278 番) でも行っ てい ます。

黯人権相談= 援護課庶務係、心配ごと相談=

社会福祉協議会昔68-0503 番

巡回年金相談

会 場 日 時

常盤平支所 11/400・12/1(火)

小金支所 11/6廁・12/4刪

小金原支所 11/10C火)・12/8( 火)

馬橋支所 11/13R・12/11c

六実支所 11/17C火)・12/15C火)

新松戸支所 11/20R・12/18c

矢切支所 11/24C火)・12/22C火)

東部支所 11/27c・12/24困

※上記以外の日は国民年金課へ
醋国民年金課適用係

午
前
1
0時
~
午
後
3
時



10/25日は秋の市民ぐるみでクリーンデー

私たちの手できれいな街を

市
内
一
斉
に
、
1
0月
2
5日
屈
、
「
秋
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン

デ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
街
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
願
い
し
ま
す
。

環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー

最
優
秀
賞
に
堀
友
子
さ
ん

市
内
の
中
学
生
を
対
象

に
、
環
境
美
化
啓
発
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
五

亘
二
十
二
点
も
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

厳
正

な

審

査

の

結

果

、
最

優
秀
賞
に
堀
友
子
さ
ん
(
河

原

塚

中

学
校

一

年
)

が

選

ば

れ

ま
し

た

。

最
優

秀

賞

以

外
の

入

選

者

(
優

秀

賞
)
は
、
次

の

と
お

り

で

す

。
吉
村

真

理
(

第

一
中
)
、
高

橋

奈
保
(

第

二

中
)
、
松

原

由

希
子

、

池
田

彩
(

第

三

中
)
、

金
子
清
久
(
第
四
中
)
、
神
谷

美

恵

子
(

第

五

中
)
、
青

木

望

(
小
金
中
)
、
稲
田
由
美
子

(
常
盤
平

中
)
、
佐

藤
紀
子

(
栗
ヶ
沢
中
)
、
池
田
裕
紀
子

(
六
実
中
)
、
加
藤
賢
二
(
牧

野
原
中
)
、
堂
内
明
子
(
河
原

塚
中
)
、
杉
山
千
晶
(
根
木
内

中
)
、
志
村
玲
実
(
新
松
戸
北

中
)
示

野
田
友
紀
、
高
田
美

穂
、竹
内
友
季
子
(
旭
町
中
)
、

山
本
有
里

示

金
北
中
)
、
倉

持
絵
美
、
木
村
ル
ミ
(
聖
徳
大

学
付
属
中
)
=

敬
称

略
=

※
入
選
作
品
は
、
1
0月
2
5日

に
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
「
ク
リ
ン
ク
ル

ま

つ
り
」
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

騷
一
清
掃
第
一
課
業
務
係

最
優
秀
に
選
ば
れ
た
堀
さ
ん

おそうじ、ぼくにもできるよ

「
秋

の

市

民
ぐ

る

み
で

ク
リ

ー
ン

デ

ー

」
を
1
0
月
2
5
日

㈲

に

行

い

ま

す

。

昨

年

は
、
三
百

三

十

八

団
体

、

十
万
人
が
参
加
し
、
約
四
十
㌧

の

ご

み

を

集
め

ま

し

た

。

私

た
ち

の

街

を

き

れ
い

に

す

る

た

め
に

、
一

緒
に

街

の

そ

う

じ

を
し

て

み

ま

せ

ん
か

。

日

時
・
:
1
0月
2
5
日

面

午

前
9

時

～
正

午

〔
雨
天

の

場
合

は
1
1
1
1

月

―
日

収

に

延

期

〕

清

掃
場

所
・・
・
町

会
内

の

公

園

や

道

路
な

ど

の
公

共

ス

ペ

ー
ス

※

町
会

に

よ

り

、

清

掃
場

所
や

日

程

に

変

更

が

あ
る

場

合

も

あ
り

ま

す

の
で

、

確
認
し

て

か

ら

参

加

し
て

く

だ

さ
い

。

清
掃

方

法
・・
・
道

路

・
公

共
ス

ペ

ー
ス

な

ど
に

散
乱

し
て

い

る

ご
み
(

空

き

缶

・
空

き

び
ん

・

紙
く

ず
・

ビ
ニ

ー
ル

・

草

・

小

枝
な

ど
)

を

市

が
配

布

す

る

ご

み

袋

に

入

れ

、

ご
み

の

種

類
別

に

集

め

て

く
だ

さ

い

。

※
家

庭

か

ら
出

る

ご

み

は

出
さ

な

い
で

く
だ

さ

い

。

ご

み

袋
は

、
燃

や
せ

る

ご
み

用

・

燃
や

せ

な

い

ご
み

用

・

資

源

ご
み

用

の

三

種

類
が

あ

り

ま

す

。

醯
一
清

掃

第

一
課

業

務

係

坂
川
市
民
清
掃
デ
ー

1
0月
2
5
日

㈲

午
前
9

時
~

正

午

〔
雨

天

の

場
合

は
1
1‥一
月
1

日

㈲
に

延

期

〕

集

合

場

所
松

戸

神
社

清

掃

区
間

春

雨

橋
か

ら

レ
ン
ガ
橋
の
間
(
五
百
五
十
㍍
)

※
清
掃
終
了
後
、
松
戸
神
社
境

内
で

、
な
べ
を
囲
ん
で
交
流

会
を
行
う
予
定
で
す
。

黯
河
川
課
業
務
係

ク
リ
ン
ク
ル
ま
つ
り

古
新
聞
を
持
っ
て
き
て
ね

「
秋
の
ク
リ
ー
ン

デ
ー
」
に

参
加
し

た
後
は
、
ク
リ
ン
ク
ル

ま
つ
り
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ン
ク
ル

ま
つ
り
で
は
、

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

メ

ー
ン
テ
ー
マ
に
、
フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
楽
し
い
催
し

を
た
く
さ
ん
用
意
し

ま
し
た

。

当
日
は
、「
千
葉
県
リ
サ
イ
ク

ル
の
日
」
に
も
当
た
り
、
県
内

で
一
斉
に

古
紙
回
収
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

会
場
内
に
集
積
所
を
設
け
ま

す
の
で
、
ご
来
場
の
際
に
は
古

新
聞
・
古
雑
誌
・
空
き
缶
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
(
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
)
。

黯
ご
み
を
減
ら
す
課

子どもたちも楽しく過ごせます

ク リ ン ク ル ま つ り の 内 容

(午前10時~午後4 時)

・温水プ ールとテニ スコ ート の無料開放

・クリ ーンセンターの見 学

・ご みの減量 ・再資源化パネ ル・ポスター の展示・

・ご みへらし 応援団が募集し たポスター ・作文の入

選者表 彰式

・粗大ご み再利用展( そ のままでもまだ十分 に使え

る 家具など を展示し 、抽選により無 料配布)

・スタンプ ラリ ー( 参 加者全 員に記念品を用 意)

・フリ ーマーケット( 家庭 内で眠っている不用品 な

どを 安価で提供)

・子ども の広場

・子ども 映画会( アニメーショ ン映画など)

・紙すき教室(牛乳パックから手すきはがきを作成)

・古紙 ・空き 缶の回収 ほ か

ごみの再利用展

毎年11月に行われていた 「ごみの再

利用展」は、10 月25 日(日)にクリーンセ

ンターで開催される「クリンクルまつ

り」の中で行われます。

鬧]清掃第一課再利用係

空
き
缶
自
動
回
収
機
を
設
置

利
用
者
に
は

抽
選
補
助
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

運
動
公
園
の
武
道
館
玄
関

前
に
、
空
き
缶
の
自
動
回
収

機
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
機
械
は
、
五
百
㍉
㍑

ま
で

の
飲
料
用
の
空
き
缶
を

投
入
す
る
と
、
自
動
的
に
ア

ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
に
選

別
し
て
圧
縮
し
ま
す
。

利
用
者
に
は
、
空
き
缶
一

個
と
引
き
換
え
に
抽
選
補
助

券
一
枚
を
発
行

し
ま
す
。
補
助

券
三
十
枚
で
抽

選
券
一
枚
と
引

き
換
え
ま
す
。

す
て
き
な
景

品
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ

い
。
蠢
ご
み
を
減
ら

す
課

空き缶、いっぱい持ってきてね

あ
な
た
の
健
康

俗
に
「
リ
ン
ゴ
病
」
あ
る
い

は
「
リ
ン
ゴ
ホ
ッ
ペ
病
」
と
い

い

ま
す

。
ヒ
ト
パ
ル

ボ
B
1
9と

い

う
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

感
染

し
、
幼
児
や
学
童
期
に
多
く
み

ら
れ
、
終
生
免
疫
を
獲
得
す
る

と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

一
九
九
二
年
の
感
染
症
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
(
監
視
)
機
関
の
情

報
に
よ
れ
ば
、
風
疹
(
し
ん
)
と

と
も
に
伝
染
性
紅
斑
(
は
ん
)
が

例
年
に
比
較
し
て
多
発
し
て
い

る
と
の
こ

と
で
す
。

症

状

潜
伏
期
は
二
～
三
週

間
ほ
ど
。
始
め
は
軽
い

風
邪
(
か
ぜ
)
の
症
状
が

約
半
数
の
人
に
現
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
十
七
・
五
度
ぐ
ら

い
の
微
熱
が
二
～
三
日

続
く
こ
と

も
あ
り
、
ま

た
無
熱
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

こ

れ
ら

前
駆
症
状
に

続
い
て

発
疹
が
顔
面
に

現
れ
ま
す
。
特
に
頬
(
き

ょ
う
)
部
に

喋
(

ち

ょ

う
)
の
形
に
似
た
淡
紅
色
の
発

疹
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て

初

め
て

気
が
付
く
よ
う
で
す
。

上

肢
や
大
腿
(
た
い
)
に
も
網

目
の
よ
う
な
紅
斑

が
み
ら
れ
ま

す
。
ま
れ
で

す
が
、
大
人
に
な

っ
て
か
ら
感
染
し
た
場
合
は
頭

痛
・
関
節
痛
・
腹
痛
な
ど
の
全

身
症
状
が
強
く
で
る
こ

と
が
あ

り
、
発
疹
も
不
規
則
な
形
に
な

る
こ

と
が
多
い
よ
う
で

す
。

治

療

通
常
は
自
然
に
軽
快
し
ま
す

が
、
症
状
に
応
じ
た
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
れ
に
脳
炎
・
髄

膜
炎
・
肺
炎
・
心
臓
病
・
関
節

炎
な
ど
の
余
病
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
心
配
り
が

必
要
で
す
。

学
校
で
の

取
り
扱

い

学
校
伝
染
病
の
中
で
は
最
も

軽
い
部
類
に
該
当
し
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
治
癒
す

る
ま
で
出
席
停
止
。
た
だ
し
、

医

師
が
予
防
処
置
を
し

た
と
き

、
ま
た
は
伝
染

の

恐
れ

が
な
い

と
認
め

ら
れ
た
と
き
は
、
登
校

し
て

も
良
い
と
法
規
上

は
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
理
論
上
は
、
発

疹
出
現
時
に
は
既
に

感

染
期
間
が
過
ぎ
て
い
る

の
で
、
健
康
状
態
が
良

好
な
ら
登
園
・
登
校
し

て
も
良
い
と
い

う
こ

と

に
な
り
ま
す
。

い
っ
た
ん
消
え
た
発

疹

が
再
び
出
現
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
も

感
染
し

ま
せ

ん

。
し

か

し

実

際
に

は

、

余
病

の

恐

れ

が
消

え

な
い

と

き

な

ど

も

あ
り

、
医

師
の

指
示

に

従
う
ほ

う

が

良
い
で

し

ょ
う

。

と

も

か

く

受

診

を

紅

色
の

皮

疹

を
示

す

も
の

に

は
、
多
型
滲
(
し
ん
)
出
性
紅
斑
・

じ

ん
ま

し

ん
・
薬

疹
・
各
種

伝

染

性

発

疹
な

ど

、

間

違
え

や

す

い

疾

患

も
あ

り

ま

す
の

で

、

一

度

は
医

師
に

ご

相

談
く

だ

さ

い

。

(
松

戸

市

医

師
会
)

伝 染 性 紅 斑



フ
ー
ン
。
女
は
女
ら
し
く
し
た
方
が
卜
ク
だ
し
、

ラ
ク
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
ち
が
う
の
か
し
ら
?

1場

わ
た
し
の
マ
マ
は
い
つ
で
も

わ
た
し
に
こ

う
言
う
の
よ

あ
な
た
は
女
の
子
で
し
よ

も
つ
と
お
し
と
や
か
に
し
て

わ
た
し
、
木
登
り
、
か
け
つ
こ
、
逆
立

ち
、
ケ
ン
カ
…男
の
子
に
は
負
け
な
い
わ

け
れ
ど
も
マ
マ
は
言
う
の
よ

「
お
嫁
に
行
け
な
い
わ
よ
」

「
女
ら
し
く
」
の
ひ
と
言
、

な
ん
か
イ
ヤ
だ
な
ー
と
、
こ
の

物
語
の
主
人
公
、
花
子
は
思
い

始
め
ま
す
。

「
私
で
き
な
~
い

」
と
言
つ

て

た
ほ

う
が
楽
だ
し

、
男
性
に

も
好
か
れ
る
ー
で
も
花
子
は
、

そ
ん
な
女
の
子
に
な
る
よ
り
、

自
分
の
人
生
を
選
ぶ
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

「
自
分
ら
し
さ
」
を
、
な
く

さ
な
い
で
/
・

「
花
子
は
花
子
」

ミュージカルを！

で実行委員が上演
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
発
表

1
1月
1
5日

面

、
市

民
劇

場
で

「
女

性

の
つ

ど

い
9
2
」
が

開
催

さ

れ
ま

す
。
今

年

は
実

行
委

員
の

皆

さ
ん
が

、

自
ら
ミ

ュ

ー
ジ

カ
ル

風
パ

フ
ォ

ー
マ

ン

ス
を
上

演

し
よ

う
と

、

舞
台

作
り

に
取

り
組

ん

で

い

ま
す

。

実

行
委

員
の
十

七
人

全
員
が

、
キ

ャ

ス

ト
と

ス

タ
ッ

フ

に

な
り

、

タ
イ
ト
ル

は
「
花

子

は
花
子
・
1
・
2
(
ワ
ン

ツ

ー
)
・

1
・
2
(
ワ
ン
ツ

ー
)
」
。
脚

本
も

オ
リ

ジ

ナ
ル

で

す

。

舞
台

は
歌

あ
り

、

踊
り

あ
り

。
に

わ

か

役
者

の
面

々
の

練

習
を

訪
ね

て
み

ま

し

た

。

4場

ド
キ
ッ
。
休
暇
を
と
る
の
に
遠
慮
す
る
人
、

そ
れ
を
白
い
目
で
見
る
人
が
い
る
と
は

O
L
A
子
ね
ぇ
、
聞
い
た
?
総
務
の
田

中
さ
ん
育
児
休
業
と
る
ん
だ
っ
て
。
わ

が
社
第
一
号
の
「
育
児
休
業
男
性
」
よ
。

O
L
B
子
ヘ
ェ
ー
、
う
ち
の
会
社
に
も

そ
ん
な
人
い
た
ん
だ
ァ
。

O
L
C

子

あ
の
人
、
奥
さ
ん
の
稼
ぎ
が

い
い
か
ら
、
出
世
レ
ー
ス
か
ら
は
ず
れ

た
っ
て
平
気
な
の
よ
。

O
L
D

子

一
家
を
支
え
る
普
通
の
男
は
、

育
児
休
業
な
ん
て
無
理
よ
ね
。

「
育
児
休
業
法
」
と
い

う
新
し
い

制
度
が
で
き
て
も
、
意
識
の
方
が

古
い
ま
ま
で
は
、
実
際
に
と
る
の

は
勇
気

が
い
る
み
た
い

。
育
児
休

業
を
と
っ
た
田
中
さ
ん
に
皆
の
応

援
が
あ
る
と
良
い
で
す
ね
。

7場

エツ。ボ

クは仕

事して

るのだ

から、

家事は

頼むヨ

、って

言っち

ゃいけ

ないの

？

主
婦
A

夫
は
外
で
稼
い
で

く
る
人
、

私
は

家
事
を
や

る
人

つ
て
い

う
毎

日
。
そ
う
割
り
切
れ
ば
波
風
立
だ
な

い
け
ど
、
な
ん
だ
か
、
共
に
人
生
を

歩
ん
で
る
感
じ
が
し
な
い
の
よ
ネ
…

主
婦
B

な
ん
か
分
か
る
な
ア
。
私
も

熟
年
離
婚
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
っ

て
思
う
と
き
あ
る
も
の

。

夫
が
家
事
を
手
伝
う
こ

と
で

問
題

が
解
決
す
れ
ば
良
い
の
で

す
が
…

パ
ー
ト
ナ

ー
と
話
し

合
い
を
す
る
時
間
も
、
大
切
に
'

し
た
い
で

す
ね
。

セリフをしつかり覚えなくちや

老

人
医

療
受

給
者

証
更

新
の

た
め
加

入

保
険
を
確

認
し

ま
す

対
象
平
成
5

年
(
昭
和
6
8年
)

1
月
3
1日
に
期
限
が
満
了
に
な

る
老
人
医
療
受
給
者
証
を
持
っ

て
い
て

、
社
会
保
険
に
加
入
し

て
い

る
人

庶
1
0
月
下
旬
に
文
書
を
送
り
ま

す
の
で

、
該
当
す
る
人
は
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
必
ず

回
答
し
て
く
だ
さ
い

。

憇
老
人

保
健
課

遺

児
手

当

該
当

す

る
人
は

申

請
を

遺
児
手
当
は
市
内
に
住
み
、

父
や
母
の
一
方
ま
た
は
両
親
と

死
別
し

た
児
童
(

中
学
校
卒
業

ま
で
)

を
扶
養
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額
児
童
一
人
に
つ
き
、

片
親
と
死
別
=

五
千
円
。
両
親

と
死
別
=
九
千
五
百
円

汰
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給

題
援
護
課
援
護
係

一

九
九

三
年

版
県

民

手
帳
を

販

売
し

ま
す

価

格
ポ
ケ
ッ
ト
版
三
百
五
十

円
、
中
型
版
五
百
五
十
円

匣
1
0月
2
9日
困
ま
で
に
、
電
話

で

総
務
部
庶
務
課
統
計
係
へ

季

節
(

年
末
)

資
金

を
融

資

黯

松
戸
商
工

会
議
所
昔
6
4
-

3
1
1
1
番
、
ま
た
は
商
工
課

振
興
係

市

立

病

院

眼

科

外

来

の

休

診

1
1月
6

日

窗

・
7

日

出

の

眼

科

外

来
は

、

医

師

が

学
会

に

出

席

す
る

た

め

、

休

診
と

な

り

ま

す

。

黯

市

立

病

院

眼
科

外

来

登
6
3
-

9
？
1
7
1

内

線
9
？
1
0
a
‥
)番

消

費

者

知

識

の

講

座

開

催

に

専

門

の

講

師

を

派

遣

皆
さ

ん

が

企

画
し

た

暮

ら
し

に

関
わ

る

さ

ま

ざ

ま
な

学
習

の

場
に

、
テ

ー

マ
に

応
じ

た

専

門

の

講

師
を

派

遣
し

ま
す

。

テ
ー

マ

消

費

生

活
に

関
す

る

も
の

何

で

も

費

用

無
料

対

象

二
十

人

以

上
の

グ
ル

ー
プ

※

会
場

は

な

る

べ
く

申
し

込
み

者

が
確

保
し

て

く

だ

さ

い

。

圃

希

望

日

の

三

週

間

前

ま

で

に

、
電

話

で

消

費

生
活

課

消

費

生

活
係

へ

県

立

障

害

者

高

等

技

術

専

門

校

の

生

徒

を

募

集

訓

練
科

目
o
A

事
務

科

・

写

植

科

・
電

子

機

器

科

・
洋

裁

科

(
高

卒
以

占

、
縫

製

実

務
科

・

木

工

実

務

科

・

建

築

製

図

科

(
中

卒
以

上
)

募

集

期

間
1
1
月

2
0日

ぼ
ま

で

頽

県
立

障

害

者

高

等
技

術

専

門

校

容
0
4
3
1
2
9
1
-
7
7
4
4番

防

災

行

政

用

無

線

局

「

歌

の

街

」

の

放

送

時

間

が

変

更

に

1
1
月
1
日
か
ら
1
月
3
1
日
ま

で
の
間
、
午
後
4
時
3
0
分
に
変

わ

り
ま

す

。

固

防
災

課

県

の

中

小

企

業

振

興

融

資

資

金

の

貸

し

付

け

利

率

が

平

均

〇

・

二

九
%

引

き

下

げ

ら

れ

ま

し

た

蠢

松

戸

商
工

会

議
所

容
6
4
-
3

1
1
1

番

県の制度 市の制度

融 資

限度額

1中小企業者800万円

1 組合1,200万円
100万円

融資利率
ア.4.3%保証協会付き)

イ.4.8%(ア以外)

5.5%

(利子補給3.26%)

融資期間 5ヵ月以内 6ヵ月以内

償還方法 割賦または一括

受付期限 12/31 困まで 12/25R まで



そうか。

楽しく生

きるのも

つまらな

く生き

るのも

、自分

しだい

なんだ

ね

私たちの手で

女性のつどい92
ス

ト

ー
リ

ー

「

う
ち

の
お

母

さ
ん
、

男
に

生
ま

れ

れ
ば
よ

か
っ

た
、

女

は

ソ

ン

だ
っ
て

い
つ

も
言

う
よ
」

物

語
は

、
子

供
た

ち
の

た

わ

い

も
な
い

お
し
ゃ

べ

り
で

始

ま

り
ま

す

。
友
だ

ち
と

さ
よ

な

ら

し
た

花
子

ち
ゃ

ん
が

「
男

の
子

と
女

の
子

、
ど
っ

ち

が
い

い
の

か

な
ア
」

と

考
え
て

い

る
と

、

突
然

、
森

の
妖

精
が

現

れ
ま

す
。

花

子
ち

ゃ

ん
は
妖

精
に

お
願

い
し

ま
す

。

「

魔
法

で
私

の
未

来

を
見
せ

て
!
私
が
大
き
く
な
っ
て
、

幸
せ
に

楽

し

く
暮

ら
し
て

い
た

ら
、

女
の

子
で

良

か
っ
た
っ

て

い

う
こ

と

で
し
ょ

う
？

」

は
た
し

て

花
子
ち

ゃ

ん
の
見

る
未
来

は

…

8場妖

精
A

人

間
っ

て

、
女
だ

か

ら
こ

う

し
な

け

れ
ば
い

け

な
い
と

か

、
男
だ

か

ら
ど

う
と
か

、
自

分
で

思
い

込

ん

で

し

ま
っ
て

い

る
み

た
い

。

妖

精
B

だ

か

ら
、
ど
っ

ち

が
い

い
か

な
ん

て

考
え

る
の

ね
。

妖

精
A

自

分
が

何

を
し
た

い
の

か
自

分
で

決
め
て

、

自
分

の
や

り
た

い
こ

と

を

努
力
し

て

い
け

ば
い

い
の

に

。

毎
日

を
楽
し

く
す

る
の

も
、
つ

ま

ら

な
く

す
る
の

も

、
あ

な
↑に
し
だ

い
よ

。

こ
う
言
わ
れ
て
花
子
は
気
が

つ
き
ま
す
。「
女
ら
し
さ
」
に
し

ば
ら
れ
ず
、
私
ら
し
く
生
き
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
。

「
私
は
わ
た
し
よ

女
で
も
男

で
も

自
分
の
望
む
こ
と

何

で
も
で
き
る
は
ず
な
の
よ
」

-

花
子
は
歌
い
な
が
ら
、未
来

に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
ま
す
。

私
が
花
子
！
頑
張
る
わ

皆さんのご来場をお待ちしています

11月15日

(日)午後1

時20分市民劇場場場市 ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
(

女
性

の
っ

ど
い
一一一
実

行
委
員
)

荒
川
信
子
、
磯
部
友
子

、
大

川
美
紀
、
河
上
静
江
、
草
間
泰

子
、
行
田
千
代
子
、
後
藤
か
お

る
、
小
山
尚
子
、
齊
藤
葉
子

、

杉
田
タ
ツ
子

、
鈴
木
し
け
こ

、

田
久
保
美
紗
子
、
久
富
秀
子

、

本
郷
靖
子
、
毛
利
多
壽
子

特
別
出
演

西
崎
春
千
栄
・
春

の
会
(

敬
称
略
)

五

回
目

を

迎
え

た

「
女

性
の

つ

ど

い
」

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
女

性
の
つ
ど
い
」
も
今
年
で
五
回

目
。
女
性
、
男
性
そ
れ
ぞ
れ
が

十
分
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目

指
し
、
共
に
考
え
、
行
動
し
て

い
こ
う
と
い
う
集
い
で
す
。

今
年
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演

は
初
め
て
の
試
み
。
と
か
く
理

屈
っ
ぽ
く
な
り
が
ち
な
女
性
問

題
を
、
歌
と
踊
り
に
乗
せ
て
、

よ
り
楽
し
く
柔
ら
か
く
考
え
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

お
し
ゃ
べ
り
会
に
も

ご
参
加
く
だ
さ
い

終
演
後
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、

お
し
ゃ
べ
り
会
を
行
い

ま
す
の

で
、
こ

ち
ら
へ
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で
、

自
由
な
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

″
つ

ど
い
の
入
場
に
は
整
理
券

が
必
要
で
す
。
保
育
、
手
話

通
訳
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

電
話
で
予
約
を
。

惠

電
話
で
女
性
課
(
婦
人
会
館

内
)
四
6
2
-
5
6
9
5
番
へ

メイクも入念に｀鑑とにらめっこ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
自
分
た
ち
を
表
現

す
る
と
い
う
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、

ほ
と
ん
ど
初
め
て
の
体
験
で
す
。

舞
台
を
作
っ
て
い
く
過
程
は
、
大
変

な
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、
本
番
に
向
け

て
全
員
が
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

女性のつどい'92
実行委員長

田久保美紗子さふ

実
行
委
員
の
話
し
合
い
を
も
と
に
脚

本
を
書
き
、
演
出
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
の
ど
こ
に
で
も
あ
る

よ
う
な
出
来
事
が
出
て
き
ま
す
の
で

、

見
て
楽
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
見
て
い

た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
感
想
を
お
持
ち

い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女性のつどい・92
実行委員

鈴木しげこさん

生
き

が

い
福
祉

事
業
団

の

会

員
を
募

集

対
象
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ

り
、
自
分
の
経
験
や
能
力
を
生

か
し
た
い

と
考
え
て
い
る
六
十

歳
以
上
で

未
就
労
の
人
(

報
酬

は
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

植
木
・
清
掃
な
ど
の
会
員
を
特

に
募
集
)

匣
顔
写
真
・
印
鑑
を
持
っ
て
、

左
表
の
施
設
ま
で

地区名 受付場所 受付日 地区名 受付場所 受 付日

松 戸 ながいき課 月~ 金 常盤平 常盤平老人前センター

火~ 土矢 切 矢切老人福祉センター

火~土

小金・小金原 小金原老人前センター

東 部 東部老人福祉センター 新松戸 新松戸市民センター

馬 橋

馬橇市民センター 五香六実 生きがい福祉事業団 月~ 金

馬橋東市民センター 日 ・木を
除く 日

※受
け付けは午前9 時~ 午後4 時
( 二L曜日 は午後O 時30 分) までです。

※
事
業
団
の
臨
時
職
員
も
募
集

し
て
い

ま
す
(

要
普
通
免
許
、

大
型
免
許
歓
迎
)
。

黯
生
き
が
い
福
祉
事
業
団
登
8
4

-
3
1
9
1

春

千

葉
県

最

低
賃
金

が

改
正

に

1
0月
1
日
か
ら
、
県
内
の
す

べ
て
の

使
用
者
と
労
働
者
(
パ

ー
ト
タ
イ
マ

ー
、
ア
ル

バ
イ
ト

な
ど
を
含
む
)
に

適
用
さ
れ
る

千
葉
県
最
低
賃
金
額
が
改
正
さ

れ
ま
し

た
。

使
用

者
は
、
こ
の

賃
金
額
よ

り
低
い

賃
金
で
、
労
働
者
を
使

用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

日

額
…
四
千
六
百
七
円

時
間
額
…
五
百
七
十
六
円

蠢
柏
労
働
基
準
監
督
署
容
0
4

7
1
-
6
3
-
0
2
4
5

番

募

金

活

動

に
は

許
可

が

必

要

で
す

市

内
で

寄

付

募

集
(

募

金

活

動
)

を
行

う

場

合
は

、
「
松

戸

市

寄

付

募

集
に

関

す

る

条

例
」

に

よ

り

、

募
金

の

申

請

を
し

、

市

の

許
可

を

受

け

る

必
要

が
あ

り

ま

す

。

祭

事

・
記

念

行

事
や

街

頭

募

金

な

ど

、

多
数

の
人

に

金

銭
や

物

品

な

ど
の

提

供

を

促
す

行

為

は

、

す

べ
て

寄

付

募

集
と

な

り

ま

す

。

寄

付

募

集
を

行

う

場
合

は

、

必

ず

募

金
の

申

請

・

許
可

の

手

続

き

を
取

っ

て

く

だ

さ
い

。
強

制

や

割
り

当

て

に

よ

る
寄

付

募

集
行

為
は

禁
止

さ
れ
て

い

ま
す

。

蠢

総

務

部
庶

務

課

庶

務
係

地
下
鉄
8
・
1
1
号
線

建

設

促

進

住
民

決

起

大
会

地
下

鉄
十

一

号

線
(

半
蔵

門

線
)
松

戸

延
伸

と

、
八

号

線
(
有

楽

町

線
)

建

設

の

た

め
に

、

松

戸

市

と

都
内

三
区
(

葛

飾
区

・

墨
田

区

・
江

東
区
)

お
よ

び

千

葉

県

・
東

京

都

と

合

同
で

、

運

輸

大

臣

、
営

団

総

裁

な
ど

の

関

係

者

を
招

き

、

住

民

決
起

大

会

を

閧

催
し

ま

す

。

日
時
1
1
月
9
日
㈲
午
後
1
時

か

ら

会

場

葛

飾
区

文
化

会

館

(
か
つ

し

か

シ
ン

フ

ォ

ー

ヒ

ル

ズ
)

惠
1
1
月
2
日
㈲
ま
で
に
、
ミ
話

で

交

通
計

画

課
へ

動
物
は
愛
情
と
責
任
を

も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

ふ
ん
の
始
末
は
、
飼

い
主
が
責
任
を
持
ち
ま

し
よ
う



野
鳥
観
察
会
-
手
賀
沼
-
・

1
0月
2
5
日

㈲
松

戸

駅

東
ロ

デ

ッ
キ
上
午
前
8
時
集
合
(
午
後

1
時

現

地

解

散
)

持

ち

物
筆

記

具

・
観

察

用

具
・

昼

食

蠢

市

役

所

内
助

ま

つ

ど

街

と
水

辺

の

緑

化

基
金

モ

ン

ゴ

ル

民

族

音

楽

コ

ン

サ

ー

ト1
1
一
月
1
日
脂
午
前
1
1
時
~
午

後
1

時

会

場

婦

人

会
館

内

容

馬

頭
琴

の

演

奏

と

歌

と
踊

り

費
用

千
円
(

小

・

中

学
生

五

百

円
)

蠢

モ
ン

ゴ
ル

民

族

音
楽

を

聞

く

会

・
工

藤

四
6
8
-
9
3
6
2

番

広

河

隆

一

写

真

展

「
チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

と

核

の

大

地

」

1
1 月
3

日

脚
～
9

日

側

、

午

前
1
0
時
～

午

後
7

時

会

場
柏

そ

ご
う

費

用
無

料

犀
靡
肖
委
員
会
柘
植

・
1
4
3
-
0
0
3
1

番

カ

ッ

パ

座

公

演

「

つ

る

の

恩

が

え

し

」

1
1
1
1

月
2
9
日

㈲

午

後
1

時
3
0
分

開

演

会

場

市

民

会
館

費

用

二

千

円
(
前

売

り

は
千

八

百

円
)

蠢
松
戸
力
ッ
パ
友
の
会
四
6
8
-

2
2
9
0

番

青

少
年

会
館
(
本

館
)
文
化

祭

日 時 内 容

11/7(±)
午後2 時

~5 時
バドミントン大会

8(日)

午前10時
から
卓球・空手・囲碁・将棋大会

午前1 時

から
音楽会(バイオリン・フルート)

※午前11時~午後2 時の間、軽食堂を開
きます。

2 日間、絵画・折り紙・オーブン陶芸・一本針・工
作などの展示があります。

青少年会館本館O44 ―8556番

催
し

物

秋

の

ワ

ン

デ

ー
(

イ

ク

1
1
1
1

に
月
8

囗

㈲

午

前
8

時

、
J

R
松
戸
駅
西
ロ
デ
ッ
キ
電
話
ボ

ッ
ク
ス
前
集
合
雨
天
中
止
)

コ

ー

ス
東

丹
沢

・

権
現

山
-

弘

法
山
-

吾

妻
山

鶴

巻
温

泉
(

午

後
3

時

ご
ろ

現

地

解
散
)

費

用

千
八

百

円
(
昼

食

持
参
)

定

員

先

着
五

十
人

圉

電

話
で

松

戸
工

業

連

合

会

文

化

活
動

協
力

会

・
上

野
{
一一
6
3
1

4
3
7
4

番
(

土
・
囗
・
祝
日

を

除
く
午
前
1
0
時
～

午
後
4

時
)
へ

文
化
財
史
跡
め
ぐ
り
1
1
月
4
日
困
・
5
日
困
∴
‥
1
1

日

圉

・
1
9一
日
困

、

午
前
9

時

集

合

対

象
市

内

在
住

者

定

員

各

回
二

十

人
(

応
募

者

多

数
の

場

合
は

抽

選
)

コ

ー

ス

市

役

所
ー
戸
定
歴
史
館
-
万
満
寺
―

小

金

市

民
セ

ン

タ

ー

ー
本

土

寺

-
発

掘

現
場
-

子

和
清

水

圉
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏

名

・

年
齢

・
電

話
番

号

・

希

望

日
(

第

二

希

望

ま
で
)

を

記

入

し

、
1
0
月
2
6
日

側

必

着
で

〒
2
7
1

松
戸

市

根

本
三

五

六

市

教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

文

化

財

係

(
四
6
6
-
7
4
6
2

番
)

へ

松

戸

交

通

安

全

母

の

会

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

1
1
月
3
日
例
午
前
1
0
時
~
午

後
2

時

会

場

市

民

会
館

※
品

物
の

提

供

を

お

願
い

し

ま

す

。
大

人

の

古

着

は

ご
遠

慮

く

だ
さ

い

。

黯

松

戸
交

通

安
全

母

の
会

事
務

局
(
安

全

課
内
)

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

「
白

雪

姫

」

1
2月
1
1
日

窗

午

後
3

時

と

午

後
6

時
の

二

回
公

演

会

場
市

民

会

館

費
用

千

五

百

円
(

三

歳
以

上
)

入

場

券

販

売

所
図

書

館

本

館

、
お

は

な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン

事

業

所
ほ

か

市
内

書

店
な

ど
で

も
販

売

蠢

イ
ン

ド
ネ

シ

ア

に

絵
本

を

送

る

会

事

務
局
(

お

は
な

し

キ

ャ

ラ

バ
ン

内
)
{
1
4
4
-
3
0
3
7
番

小
金
原
成
人
学
校
「
み
ん
な
で
考
え
る
子
育
て

」
1
0
月
2
3
日
窗
午
前
1
0
時
~
正

午

会

場

小

金

原

体

育

館

テ

ー

マ

「

子

ど

も

の

心

の

発

達

と

生

活

リ

ズ

ム

」

講

師

新

松

戸

診

療

所

医

師

・

石

田

一

宏

氏

※

二

歳

以

上

の

子

ど

も

の

保

育

あ

り

ま

す

。

惠

電

話

で

社

会

教

育

課

成

人

教

育

係

四
6
6
-
7
4
6
2

番

へ

東

葛

飾

地

域

農

林

業

ま

つ

り

一

日

園

芸

教

室

1
1 月
3

日

竕

午

前
1
0

時
3
0
分

か

ら

と

午

後
O

時
4
0
分

か

ら

の

二

回

会

場

千

葉

大

学

園

芸

学

部

内

容

花

と

野

菜

の

栽

培

管

理

の

実

技

指

導

・

相

談

惠

1
0
月
2
6

日

囲

ま

で

に

、

電

話

で

東

葛

飾

支

庁

産

業

課

四
6
1
-

2
1
1
6
番
へ

松

戸

北

・

中

央

・

東

子

ど

も

劇

場

低

学

年

例

会

1
1月
7

日

出

午

後
4

時
3
0
分

開

演

、
u
一
月
8

日

囲

午

後
1

時

と
4

時
開

演

会

場
7

日
=

新

松
戸
北
小
学
校
、
・
8
日
=
高
木

小

学
校

費

用
三

千

円

内
容

「
ガ
ラ
ン
・
ピ
ー
ポ
ロ
ン
音

楽

会

」

ロ

バ
の

音

楽

座

薦

小

倉

四
8
6
-
9
1
5
4

番

金

曜

デ

ッ

サ

ン

会

作

品

展

1
0月
2
5
日

㈲

ま
で

の

午

前
1
0

時

～

午
後
6

時
(

最

終
日

は
4

時

ま
で
)

会

場

文
化

ホ

ー
ル

賓

用

無
料

懇
一
金
曜
デ
ッ
サ
ン
会
・
西
田
｀

4
6
1
9
?
1
Q
)
1番

紅
葉
の
美
し
い
本
土
寺

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(10 月1日現在E)

O 人口461.438 人(+195)

男234,845 人(+99)

女226,593 人(+9B)

O 世帯168,581(+103)

囗
は
前
月
比

シティ・コミュニケーション

情報化都市“まつど" フェスティバル'92

期日:10 月30日應~11月1 日(日)

会場: 松戸駅西口公園・西ロデッキ

日時 会場 内 容

10
/

30
哨S

11
/
1
(日)

午
前

11
時
S
午
後
4時

松

戸駅
西
口
公
園

八
Dマ

|
卜
前w

西
口
デッ
キ

近未来型メディアコーナー

現在市販されている最新のニューメディアと近
未来型の情報ツール

未来型パソコン通信コーナー

身近な快適生活情報を満載してカラー画像によ
るパソコン通信の近未来像

都市型OATV コーナー

世界中の情報をリアルタイムに放送するCAT
V での映像情報をマルチスクリーンで

既存型パソコン通信コーナー

現在通信サービスを行っているネット局を会場
から結んでアクセスし体験

おたのしみ情報横丁コーナー

みなさんが実際に操作し楽しめるたくさんのゲ
ームのほか、松戸についてのクイズなど楽しい
催し。パソコン通信による対局も

※荒天の場合は中止させていただきます。

1
0
/
3
0
金
~
1
1
/
1
日
午
前
1
1
時
~
午
後
4
時

松
戸
駅
西
口
公

園
(
D

マ

ー
ト

前
)
・
西
ロ

デ
ッ
キ

昨年のフェスティバルから

会
場
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
「
見
て
、
触
れ
て
、
操
作
し

て
」
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
最
先
端
の
機
器
を
用
意
。

ク
イ
ズ
や
パ
ソ
コ
ン
通
信
を

利
用
し
た
ゲ
ー
ム
対
局
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

蠢
企
画
課
ニ
ュ
ー
メ
デ
″
ア
推

進
室

建
設

「
新
技

術
フ

ェ

ア
関
東

9
2
」
1
0月
2
9日
困
~
3
1日
出
午
前

1
0時
~

午
後
4
時

会
場
建
設

省
関
東
技
術
事
務
所
構
内
(

初

富
飛
地
七
-

一
)

費
用
無
料

窟
建
設
省
関
東
技
術
事
務
所

｀

8
9
-
r
D
l
n
/

』
1
番

版
画

教
室
(
木
版

年
賀

状
)

1
1月
6
日

窗
・
1
3日
窗
午
後

1

時
～
3

時
3
0分

会
場
松
戸

北
郵
便
局

費
用
二
百
円

定

員
二
十
五
人
(

多
数
の
場
合
は

抽
選
)

巫
1
0
月
2
8
日
困
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で

〒
2
7
0
松
戸
北
郵
便
局
総
務

課
版
画
教
室
係
(
{
1
4
1
-
7
0

7
1

番
}
へ

文

化

祭

矢

切
邦

楽

之

部

演

奏

会

1
0月
2
5
日

㈲

午

後
O

時
3
0
分

~
4

時

会

場

矢

切
公

民

館

費
用

無

料

内

容

葵

会
小

唄

・

三

味

線

矢
切

教

室

狸

小

野

四
6
2
-
3
6
4
9

番

松

戸

子

ど

も

ま

つ

り

1
1月
3

日

脚

午

前
1
0
時
~

午

後
3

時
(

雨
天

の

場

合

は
8

日

旦

会

場
金

ヶ
作

公

園

グ
ラ

ウ
ン

ド

費
用

四

歳
以

上

百

五

十

円

内
容

遊

び

の

コ

ー
ナ

ー

、

模

擬

店

、
手

作

り

楽

器
の

演

奏

な

ど

蠢

高
塚

学

童

保
育

の

会

・

太
田

{
1
9
1
-
4
7
5
8

番

いい

とこ

見つ

けた

街中の原生林

小山浅間神社 浅間(せんげん)神社の森は、都

市の中では非常に珍しい原生林の

様相を残しています。

小さな山(標高28m) 全体にシイ・

カシ・ツバキ・タブノキなどの常

緑広葉樹が茂り、山頂の社付近に

は、高木のヤブニッケイが群生し

ています。

正面階段中央の右側には、フジ

の大木もそびえ立っていて、自然

な形での森の成長過程を見ること

ができます。

昭和41年には、県の文化財( 天

然記念物) にも指定され、保護さ

れています。

市内に残された貴重な森。いつ

までも大切にしていきたいですね。

健
康
の
た
め
、
毎
日
一
時
間

以
上
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
も
よ
く
来
ま
す
が
、
神

秘
的
な
静
け
さ
が
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

頂
上
ま
で
百
二
十
六
段
の
石

段
の
わ
き
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

木
が
生
い
茂
り
、
こ
こ
だ
け
時

間
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

あ
な
た
の
身
近
な
、
ち
よ
つ
と
す
て
き
な
場
所
を

広
報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

松戸

中村 章さん



講
座
・
講
演

ご参加ください

情報
女
性

就
業

技
術

講
習
会

会
場
千
葉
県
女
性
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー
(
千
葉
市
中
央
区
千

葉
港
四
-
三
千
葉
県
経
営
者
会

館
・
京
葉
線
千
葉
み

な
と
駅
下

車
徒
歩
十
二
分
)

費
用
教
材

費
の
み
自
己

負
担

※
子
供
同
伴
で
の
受
講
は
不
可

匣

1
1
1
1
1

月
1
0
日

㈹

∴
1
1
日

困

の

午

前
9

時
~
1
1

時
3
0

分

ま

た

は

午

後
1

時
~
4

時
3
0

分

の

間

に

、

本
人
が
印
鑑
と
官
製
ハ
ガ
キ
を

持

っ

て

、

直

接

女

性

就

業

援

助

セ

ン

タ

ー
(
f
t
0
4
3
1
2
4
7
-
8
5

4
2

番
)

へ

1
0月
は
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

科 目 期 間

ワード・プロ

セッサー科

第5 次募集( 全21日間)
11/30~2/25 の毎週月・

木曜日

第6 次募集( 全21日間)

12/1~2/26 の毎週火・
金曜日

パソコン科

第3 次募集( 全21日間)

12/17~3/15 の毎週月・
木曜日

第4 次募集( 全21日間)

12/18~3/16 の毎週火・
金曜日

時間 内容 対象

午
前
9
時
3
0分
~
午
後
3
時
3
0分

基
礎
か
ら
３
級
程
度

初
心
者
・
各
コ
ー
ス
一
千

人

基
礎
か
ら
一
般
応
用
程
度

松
戸
ま
つ
り
か
ら

オ

ス

ト

メ

イ

ト

社

会

適

応

訓

練

講

習

会

い
1
1月
7

日

出

午

後
1

時
~
3

時
3
0

分

会

場

矢

切

公

民

館

講

師

市

立

病

院

外

科

部

長

・

高

井

満

氏

、

ス

ト

ー

マ

療

法

士

・

襟

川

政

代

氏

費

用

無

料

※

補

装

具

相

談

コ

ー

ナ

ー

を

正

午

か

ら

開

設

し

ま

す

。

蠢

日

本

オ

ス

ト

ミ

ー

協

会

千

葉

県

支

部

・

村

山
{
一一
〇
4
7
4
-

5
1
1
r
。`‥
y
r
D
(
M
)
1
番

小

児

成

人

病

の

講

演

会

1
1
月
7

日

出

午

後
2

時
~
4

時

会

場

松

戸

ひ

ば

り

保

育

園

(
西

馬

橋

一
-

二

八
-

一

六
)

講

師

愛

育

病

院

栄

養

科

長

・

土

井

正

子

氏

費

用

無

料

黯
松
戸
ひ
ば
り
保
育
園
公
4
6
1

0
3
3
6

番

音

楽

の

広

場
(

合

唱

講

座
)

1
0
月
2
7
日

㈹

午

後
1

時
3
0
分

~
3

時
3
0

分

会

場

市

民

会

館

費

用

テ

キ

ス

ト

代

二

千

七

百

円

饉

社

会

教

育

課

市

民

文

化

係

四

6
6
-
7
4
6
2
番

え

と

の
「

と

り

」
短

冊

講

習

会

1
1
月
1
0

日

・
2
4
日

の

各

火

曜

日

、

午

前
1
0

時
~

正

午

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

二

千

円
(

材

料

費

含

む
)

持

ち
物
つ
ま
み
用
ピ
ン
セ
ッ
卜
・

和

ば

さ

み
・
の

り

板

・
お

し

ぼ

り

蠢

あ

か

し

や

手

工

芸

つ

ま

み

画

研

究

会

・

蜷

川

四
8
8
1
7
3
6

5

番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会1
0
月
3
1
日

出

午

後
1

時

瓦
(
R

～
3

時
3
0
分

会

場

青

少

年

会

館

樋

野

口

分

館

対

象

高

校

生

以

上

の

男

女
(

三

十

歳

未

満

の

人

優

先
)

・

先

着

二

十

人

費

用

無

料

圉

電

話

で

青

少

年

会

館

本

館

｀

4
4
-
8
5
5
6

番

へ

市

民

講

座

「

千

葉

の

美

術

館

巡

り

」

1
1 月
1
3

日

窗

午

前
9

時

図

書

館

本

館

前

集

合

コ

ー

ス

川

村

記
念
美
術
館
(
佐
倉
市
)
～
鳥
の

博
物
館
(
我
孫
子
市
)
～
砂
川
美

術
工
芸
館
(
柏
市
)
～
後
藤
美
術

館
(

新

松

戸
)

〔

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

を

利

用

〕

定

員

三

十

人

費

用

入

館

料

千

四

百

五

十

円

匣
1
0

月
2
7
日

㈹

ま

で

に

、

往

復

ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
二

○

六

〇

市

立

図

書

館
(

≪
6
5
-

5
1
1
5

番
)

へ

※

応

募

多

数

の

場

合

は

抽

選

。

き

も

の

着

付

け

講

習

会

1
0
月
2
8
日

、
1
1
月
4

日

・
1
8

日

・
2
5
日

、
1
2

月
2

日

・
9

日

・
1
6
日

、
1

月
1
3
日

・
2
0
日

の

各

水

曜

日

、

午

後
1

時
3
0

分

～

3

時
3
0
分

会

場

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

全

部

で

七

千

五

百

円

茴

小

金

原

文

化

の

会

・

安

達

｀

4
3
-
6
8
9
8
番

家

庭

教

育

学

級

合

同

講

演

会

1
0
月
2
7
日

㈹

午

前
1
0

時
~

正

午

会

場

市

民

会

館

内

容

豊

か

な

明

日

を

創

る

心
-

学

校

週

五

日

制

を

ふ

ま

え

て

講

師

流

通

経

済

大

学

教

授

・

渡

辺

博

史

氏

圜

社

会

教

育

課

青

少

年

婦

人

係

{一一
6
6
-
7
4
6
2

番

愛の献血 健康管理課業務係

日 時 会 場 時 間

10/24(±)
伊勢丹松戸

店前

午前10時

~午後4 時

26(月) 松戸駅東口
午前10時~11時30分
午後1 時~4 時

募
集
し
ま
す

市
職
員
(
介
護
福
祉
士
)
人
員
若
干
名
受
験
資
格
昭

和
4
0年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持

つ
人
、
ま
た
は
平

成
5
年
3
月

3
1日
ま
で

に
介
護

福
祉
士
の
資

格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
人

※
市
内
の
施
設
に

勤
務
し
て
い

る
人
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

必
要
書
類
履
歴
書
(
市
販
・
写

真
貼
付
)

、
写
真
一
枚
、
新
卒

者
=

卒
業
見
込
証
明

書
・
成
績

証
明
書
、
既
卒
者
=

登
録
証
の

写
し
・
卒
業
証
明
書

匣
1
0月
2
6日
囲
ま
で
の

、〔
土
・

日
曜
日
を
除
く
〕
午
前
9
時
~

午
後
4

時
3
0分
の
間
に
、
福
祉

医

療
セ

ン

タ
ー

開

設
準

備
室

(
市
役
所
新
館
八
階
)
へ

松

戸
地

域
職

業
訓

練
セ

ン
タ

ー
の

″
愛

称
”
を

募
集

松
戸
共
同
職
業
訓
練
協
会
で

は

、
来
年
4

月
に
小
金
原
に

オ

ー
プ
ン
す
る
、
二
百
人
収
容
の

多
目
的
ホ
ー
ル

な
ど
を
備
え
た

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

賞
採
用
の
人
に
は

賞
金
三
万

円
ほ
か
抽
選
で

十
人
に
記
念
品

惠
1
1
月
1
0
日
㈹
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
愛
称
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記

入
し

、
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
四

-
三
三
-
一
松
戸
共
同
職
業
訓
練

協
会
(
酋
4
4
-
4
8
2
3
番
)
へ

松

戸
焚
護

学
校

臨

時
職
員

募

集
仕
事
内
容
一
日
二
時
間
、
児

童
・
生
徒
の

給
食
配
膳

時
給

七
百
七
十
五
円

顏
松
戸
養
護
学
校
・
勝
野
窟

一

-
2
1
2
8

番

課
程
Ａ
看
護
科
三
年
課
程
⑧

准
看
護
科
願
書
受
け
付
け
Ａ
・

1
月
1
3日
~
2
0日

⑧
1
月
2
2日

～
2
9日
、
各
午
前
9

時
~

午
後

4
時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で

、

日
曜
を
除
く
)
試
験
日
Ａ
1

月
3
1
日
㈲
Ｂ
2
月
1
3
日
出
(
Ａ
・

⑧
と

も
二
次
試
験
あ
り
)

受

験
資
格
Ａ
大
学
Ｂ
高
等
学
校
に

入
学
す
る
資
格
の

あ
る
人

募

集
人
員
Ａ
Ｂ
各
四
十
人

圜
市
立
病
院
付
属
看
護
専
門

学

校
・
1
6
7
1
4
4
4
4番

高

齢

者

専

用

住

宅
「
(
仮

称
)

シ

ル

バ

ー

中

金

杉

」

の

新

築

入

居

者

を

募

集

対

象
六

十
五

歳

以

上

の
人

申

込
書

の

配

布
1
1
月
9

日

㈲
~

2
0日

廊

の

間
に

、
住

宅

課
・
な
が

い

き

課

と

各

支
所

で

申

込

受

付
期
間
1
1
月
1
6
日
側
~
2
0
日
倒

※
詳
し

く

は

広

報

ま
つ

ど
1
1
月

5
日

号

に

掲

載
し

ま
す

。

蠢

住

宅
課

年

末

年

始

ア

ル

バ

イ

ト

募

集

期

間
1
2
月
2
0
日

～
1

月
7

日

対

象

主

婦

、
大

学

・

高

校
生

時

給

外

務

九
百

円

・

内

務
七

百

二

十

円

か

ら

蠢

松

戸

郵

便

局

四
6
2
-
2
3
5

7
番

、

松

戸

北
郵

便

局
{
1
4
1
-

7
0
7
1

番

ス
ポ
ー
ツ

な

ぎ

な

た

教

室

1
0月
2
8
日
~
1
9一
月
1
6
日

の

毎

週
水

曜

日
(
計

八

回

、

午

後
3

時

～
5

時
(

青

少

年
は

午
後
4

時

～
5

時
)

会

場

青
少

年

会

館

対

象

青
少

年

・

成

年

費

用

保

険

料
八

百

円

圉

電

話
で

松

戸

市

な

ぎ
な

た

連

盟

・

飛
田
・一一
4
1
-
6
7
4
4

番

へ
(

当

日

受
け

付

け

も

可
)

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

ー
サ

ッ

カ

ー

・

ラ

グ

ビ

ー

場

が

使

え

な

く

な

り

ま

す

江

戸
川

河

川

敷

の
ソ

フ

ト

ボ

ー
ル
ー
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

場
(

三

郷

・
松

戸

有

料

橋
下

流

側
)

が
、

建

設

省
の

護

岸
工

事

の

た
め

、
1
2
月
1

日

㈹

か

ら

使

え

な
く

な

り

ま
す

。

蠢
ス
ポ
ー
ツ
課
(
運
動
公
園
内
)

一`
6
3
1
9
2
4
1

番

卓

球

教

室

1
1 一月
8

日

面

・
1
5
日

㈲
、

午

前
9

時
~

午

後
1

時

会
場

松

飛

台

第

二
小

学
校

体

育

館

対

象
市

民

費

用

保
険

料
百

円

圉

当

日

会

場
で

受

け

付
け

蠢

体
育

指

導

委

員
・

野

中

四
8
7

1
4
4
3
8

番

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

体

育

祭

1
1月
2
3
日

脚

・
1
2
月
1
3
日

旧

午

前
8

時
3
0
分
~

午

後
5

時

会

場

運
動

公

園

体

育
館

対

象

市

内

在
住

・

在

勤

者
の

チ

ー

ム

費

用

一
チ

ー

ム

二

千
円

代
表

者
会

議
1
1一月
1
3
日

窗

午

後
7

時

か
ら

小

金

中

学
校

で

匣
1
1
月
6
日
窗
必
着
で
、
ハ
ガ

キ

に

チ

ー

ム

名

・
代

表

者

名

・

住

所
・
電

話
番

号
・
男

女
の

別

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松
戸

市
横

須

賀
1
8
7小

金
中

学
校

内

。

浜
田

一

彦
(
・
1
4
1
1
0
6
4
6

番
)
へ

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

1
1 月
8

日

㈲

・
2
2
日

㈲

、

午

前
9

時
~

午
後
1

時

会

場

小

金

原

体

育
館

対

象

市
民

費

用

保

険
料

二

百

円

圉

当
日

会

場
で

受

け

付
け

黷

体

育

指
導

委

員

・

松
丸

音
4
3

-
6
6
0
8

番

市
民
体
育
祭
な
ぎ
な
た
大
会

1
1月
8
日
脂
正
午
~
午
後
4

時

会
場
運
動
公
園
剣
道
場

対
象
市
民
(
青
少
年
・
成
年
)

費
用
千
円

内
容
演
技
・
試
合

圃
電
話
で
松
戸
市
な
ぎ
た
な
連

盟
・
野
口
・
1
4
5
-
0
4
1
0
番

へ

不

用

品

情

報

譲

り

ま

す

【
家
具
一

◆
食
器
棚
一
万
円

◆
医
療
用
べ
ッ
ド
無
料
◆
パ

イ
プ
ベ
ッ
ド
千
円
◆
い
す
一

脚
七
千
円
二
点
◆
バ
ラ
ン
ス

チ
ェ
ア
三
千
円
◆
押
し
入
れ

だ
ん
す
無
料

【
電
気
製
品
一

◆
二

槽
式
洗

濯
機
六
千
円
◆
ス
ピ
ー
カ
ー

一
組
五
千
円
◆
冷
風
機
四
千

円「
子
供
用
品
」
◆
籐
製
ゆ
り

か
ご
無
料
◆
ペ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

ハ

百
円
・
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ス

ケ
ー
ル
千
八
百
円

【
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
】

◆
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
(
ド
ラ
イ

バ
ー
・
ス
プ
ー
ン
セ
ッ
卜
)

五
千
円
◆
ピ
ア
ノ
五
千
円
◆

エ
レ
ク
ト
ー
ン
三
千
円
◆
電

子
オ
ル

ガ
ン
無
料
◆
オ
ル

ガ

ン
三
千
円

【
日
用
雑
貨
一

◆
工
業
用
ミ

シ
ン
五
千
円
◆

電
動
ミ
シ
ン

三
千
円
◆
⑩
ガ
ス
湯
沸
し
器

五
千
円
◆
ガ
ラ
ス
人
形
ケ
ー

ス
千
円
◆
ガ
ラ
ス
鉢
・
角
と

丸
二
点

各
五
百
円
◆

お
盆
二

点
各
千
円
◆
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー

ス
十
㍍
千
円
◆
紳
士
靴
二
十

六
・
五
㌢
千
円
◆
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー
ン
1
8
5
/
6
0
R
1
4

五
千
円

◆

⑩
ガ
ス
用

ガ
ス
コ
ン
ロ
五

千
円
◆
観
世
流
謡
本
百
冊
五

千
円
惠
1
0月
2
6日
㈲
〔
当
日
消
印

有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

希
望
品
名
(
一
枚
一
点
)
・
価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
(
昼
間
)
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七

丿
五

松
戸
市
役
所
消
費
生
活
課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し

、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
と
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

1
0月
2
3日

窗
ま
で
に
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で

、
衣

料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
は

扱
い
ま
せ
ん
。

蠢

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

救急医療体

制
健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………068-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時

テレ ホンサービス……………………容66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時

テレホンサービ ス……………………O66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11 時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所
連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



はつらつ松戸

市民健康づくりの集い

健
康
を
楽
し
ん
で
考
え
よ
う

と
「
第
1
4回
市
民
健
康
づ
く
り

の
集
い
」
が
、
1
0月
2
4日
出
・
2
5

日
面
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
木
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
舛
方
勝
宏
氏
の
講
演
や
、
健

康
診
査
な
ど
、
今
年
も
市
内
各

会
場
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し

物
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

固
健
康
管
理
課

カワセミ

緑色の上面 コバルト色の背中

橙色の下面 長いくちばし

全長17cm

翼開長25cm

見られる場所 小魚のいる水辺

金属光沢に輝く羽色をきらめかせて水面上

を一直線に飛ぶ姿から「飛ぶ宝石」とも呼ば

れ、バードウォッチングを始めた人にとって、

あこがれの鳥となっています。

清流の鳥の代表といわれ、一時は東京近郊

から姿を消しましたが、最近再び増え始め、

小魚がいれば少しくらい汚れた川でも見られ

るようになりました。市内でも幻の鳥になり

かけましたが、近ごろは江戸川沿いのほか、

各所で定期的に確認されています。これから

冬にかけて、見るチヤンスガ多くなります。
松戸
の
野鳥

会場 期日 時間 催し物 内 容

10/24出

午前1O時

S

午後4時

愛の献血

16~64歳の

人の献血を

お待ちして

います。

※粗品進呈

伊
勢
丹
松
戸
店
前

会場 期日 時間 催し 物 内 容

市

民

劇

場

10/24C土)

午後

1時30分

S

3 時

講演

「あなたお元気ですが」

- スーパースターたち

の素顔・スポーツを数倍

楽しくする方法

講師：日本テレビトフ

アナウンサー

舛方勝宏氏

ソウ ルオリ ンピ ック 、

世 界陸 上などの実況を

担当してきた舛方氏。

さ まざ まなスポーツ イ

ベント を通じてふ れて

き た、スーパースタ ー

たち の人 間像を感動 的

に 語り ます。

市

民

劇

場

会場 期日 時間 催し物 内 容

10/25日

午前9 時

S

11時

・ヘルススクリ一二

ング(18歳以上)

血圧測定・検尿・血

液検査・心電図検査

・レントゲンなど

(心電図・血糖検査

は40歳以上)

・歯科健康診査・相談

(幼児からお年寄り

までどなたでも)

※歯ブラシ進呈

・薬の相談

救急箱の点検と相談

※救急用品進呈

・在宅ケア相談

介護方法の相談や

福祉・保健の各サ

ービス制度を紹介

会

場

期日 時間 催し物 集合場所

10/24C土)

午前9 時~

9時30分に

集合場所で

受け付け

歩こう会

(雨天中止)

※参加賞進呈

江戸川河川敷( 松

戸駅西口駅前通り

突き当たり)

常盤平市民センター

25(日)
午前9 時

集合
本土寺

松
戸
地
区

常
盤
平
地

区

小
金
地
区

会場 期日 時間 催し物 内 容

10/25C日)

午前9 時

S

午後4 時

グラウンド

ゴルフ大会

1 チーム6 人で

年齢制限なしの

大会

参加申し込みは終了しました。観覧のみできます,

古
ヶ
崎
河
川
敷
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

場

会

場

期日 時間 催し物 内 容

10/190月)

S

23揃

午前

8時30分

S

午後5 時

リハビリ教室

作品展

リハビリ教室に参加し

ている人たちがイ乍つだ

手工芸品を展示

市
役
所
一
階
連
絡
通
路

会

場

期日 時間 催し物 内 容

10/24fct)

午後2時

S

3時30分

エアロビクス

エクササイズ

親と子(5~12 歳) が

組んでエアロビクスダ

ンスやゲームをします。

豪参加申し込みは終了しました。観覧のみできますo

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

会

場

期日 時間 催し物 内 容

10/24山

25(日)

午前9 時

S

午後4 時

ゲートボール

大 会

1チーム8 人で年齢

制限なしの大会

※参加申し込みは終了しましたo 観覧のみできますo

金
ケ
作
公
園
野
球
場

会場 期日 時間 催し物 内 容

市

民

会

館

10/23R

24山

午前11時

S

午後5 時

健康生活展

エイズなどの健康相談・

おはなしキャラバン 一

介護の実際・さわやか

ストレッチ・ハーモニ

カ演奏・なのはな体操・

江戸芸かっぽれなど

午前10時

S

午後4 時

24山

25日

午前10時

S

午後3 時

シルバー

お楽しみ

料理教室

65歳以上の人だちとボ

ランティア団体が、料

理を作って食べて語ら

います。

24出

午後2 時

S

3時

よい歯いい顔

二コニコ

キャラバン

むし歯や歯周病の恐ろ

しさを子供たちに知っ

てもらおうと、スーパ

ービックリマンとペン

ギンくんが楽しいミュ

ージカルを上演

25(日)

午後1時

S

4時30分

ジャズ体操

フェスティバル

健康づくりの体操グル

ープが日ごろの成果を

発表

市

民

会

館

会場 期日 時 間 催し物 内 容

10/24山

午前10時

S

午後2 時

駅前健康相談

・血圧測定コーナー

・家庭用血圧計・体温計・体

重計の無料検査コーナー

・看 護相 談コーナー

家庭介護コーナー
最新の介護用品・用具の

紹介・展示

松
戸
駅
西
ロ
デ
ッ
キ

ま
つ
ど
文

学
散
歩
大
和
田

建
樹

『
鉄

道
唱
歌
』

「
汽

笛

一

声
新

橋

を

…
」
で

有

名

な
『
鉄

道

唱

歌
』
は

、
明

治

三

十

三

年
五

月

に

第

一

集
「
東

海

道

編
」
が

大

阪

の

開

成
館

か

ら

出

版

さ

れ

、

鉄

道

沿

線

の

風

物

を

歌

っ
た

軽

快

な

七

五

調

四

行

六

十

六

節
の

歌

詞
と

明

る

い

メ

ロ

デ
ィ

ー

で

大

人

気

を

呼

び
ま

し

た

。続
い

て

、
同
年

中

に

第

二

集
「
山
陽

・
九

州
編
」
、
第
三
集
「
奥
州
・
磐
城
編
」
、
第
四

集

「
北

陸
編

」
、

第

五

集

「
関
西

・
参

宮

・

南
海
編
」
が
次
々
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

全

国
の

名

所
、
旧

跡

、
歴

史
な

ど

が
ま
い

込

ま

れ

、

地

理

的

興

味

と

作

曲
の

軽

快
さ

で

学

校

の

唱

歌

教

材

に

も

用
い

ら

れ

ま
し

た

。作

詞

は

大

和

田

建

樹

、

作

曲

は

多

梅
稚

で
し

た

。

昭

和

三

十

二

年

に

は

、

大

和
田

建

樹
の

生

誕

百

年

を

記

念

し

新

橋

駅
に

鉄

道
唱

歌

記

念

碑

が

建
て

ら

れ

ま
し

た

。

『
鉄

道
唱

歌

』
の

影

響

を

受
け

、
模

倣

類

似

の

唱

歌

集

が
数

多

く

出
さ

れ

ま

し

た

。

「
地

理

歴

史
・
鐵

道

唱

歌
」
や
「
地

理

教

育
・
千
葉
縣
一
周
唱
歌
」
な
ど

、
こ

れ
ら

の
中
に
は
、
常
磐
線
沿
線
の

松
戸
の
記
述

も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

当
時
の
松
戸
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て

い
た
の
か
興
味
深
い
の
で

す
が
、
具
体
的

に
は
主
に
「
松
戸
」
の

地
名
の
み
で

、
味
醂

の
流
山
、
醤
油
の
野
田
な
ど
、
直
接
鉄
道

沿

線
で
は
な
い
町
の
引
き
立
て

役
の
観
が

あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に

、
常
磐
線
(

当
時
は
日
本
鉄

道
株
式
会
社
海
岸
線
)

は
、
明
治
二
十
九

年
十
二
月
に
田
端
・
土
浦
間
が
開
通
し
、

松
戸
駅
も
同
時
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
三
十
一
年
八
月
に
は
馬
橋
駅
が
、

同
四
十
四
年
三
月
に
は
北
小
金
駅
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

北
松
戸
駅
は

、
昭
和
二
十
七

年
に
競
輪

開
催
時
の
み
の

臨
時
駅
と
し
て
ス
タ

ー
ト

し

、
三
十
三

年
十
二
月
に
常
設
駅
と
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
松
戸
駅
が
四
十
八
年
四
月

に

武
蔵
野
線
開
通
と
と
も
に

、
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

■
鐵
道
唱
歌
第
三
集
奥
州
・
磐
城
編

大
和
田
の

『
鐵
道
唱
歌

奥
州
・
磐
城

編
』
は
、
上
野
を
出
発
し
、
大
宮
、
宇
都

宮
、
郡
山
、
仙
台
、
青
森
か
ら

、
ま
た
仙

台
に
戻
り
、
岩
沼
か
ら
常
磐
線
に
入
り
土

浦
、
松
戸
を
経
由
し
て

上
野
終
着
と
な
り

ま
す

。

(
我
孫
子
)

峰
に
の

ぼ
れ
ば
地
図
一
つ

(

柏
)

ひ
ろ
げ
し
如
く
見
え
わ
た
る

(
馬

橋
)

常
陸
の
国
の
こ

ゝ
か
し
こ

(
松

戸
)

利
根
の
な
が
れ
の
末
ま
で
も

(
金

町
)

松
戸
を
お
り
て

国
府
臺

(
亀

有
)

ゆ
け

ば
一
里
に

足
ら
ぬ
道

真
間
の
手
児
名
が
跡
と
い
ふ

寺
も
入
江
も
の
こ
る
な
り

(
市
立
図
書
館
)

蒸
気
機
関
車
が
走
る
常
磐
線

(
上
本
郷
付
近
・
昭
和
1
4年
)

元気いつばいジャズ体操

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ
ー

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ
ー

衛

生

会

館

健

康
診
査
と
相
談
(
三

会
場
同
時
開
催
)
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